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『肝炎ウイルス検診』の実施についてのお知らせ

　日本では１年間におよそ４万5,000人もの人が肝硬変や肝がんで亡くなっていますが、肝臓の病気の多く
がウイルスで感染する「ウイルス性肝炎」が原因と言われています。
　自覚症状が見られるころには、ほとんど重症化していることが多く近年問題となっていることから、町で
は早期発見・早期治療により健康障害を少なくするため、次の内容により検診を実施することにしました。
　この機会に受診していただくことをお勧めいたします。

　○対象者　40歳以上で、肝炎ウイルス検診を希望されるかた
　○検診内容　Ｂ型肝炎ウイルス検査とＣ型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　○検診方法　①集団検診　②個別検診　どちらかお選びいただけます。
　　　①集団検診　…　健康福祉センターや各地区公民館での検診
　　　　　　　　　　「元気ニコニコ推進カレンダー」や「お知らせ版」で日程・会場を確認いただき、

　　　　　　　　　　　直接会場にお越しください。

　　　②個別検診　…　医療機関での検診
　　　　　　　　　　　実施医療機関については、広報７月12日号でお知らせします。

　○検診料金と持ち物（＊年齢は前年度中の年齢です）
＊年齢 生年月日 料金 持ち物
40歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

無料

①集団検診希望のかた
　・受診券　※後日郵送します　
　・医療保険証
　※問診票は会場で交付します。
②個別検診希望のかた
　・受診券と問診票　※後日郵送します
　・医療保険証

45歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日
50歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
55歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
60歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

上記以外の40歳以上で検診を希望されるかた
1,000円

①集団検診希望のかた
　・料金　・医療保険証
　※問診票は会場で交付します。
②個別検診希望のかた
　・料金　・医療保険証
　・問診票（郵送しますので健康推進係まで
　　ご連絡ください）

■申込・問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）


